
■
花
い
っ
ぱ
い
の
中
庭
へ 

 
 

 
 

 
 

 
 

〜
植
物
科
学
科
〜 

 

  

本
校
の
校
舎
、
一
棟
と
二
棟
の
間

の
中
庭
が
、
春
か
ら
ず
っ
と
花
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
こ
れ
ら
の
花
は
、
植
物
科

学
科
の
三
年
生
が
取
り
組
む
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
成
果
で
す
。 

 

テ
ス
ト
期
間
中
も
花
の
手
入
れ
を

欠
か
さ
ず
行
っ
た
り(

写
真
右)

、
全

校
生
徒
に
ポ
ス
タ
ー(

写
真
左)

で
中

庭
の
環
境
美
化
を
呼
び
か
け
た
り
し

て
い
ま
す
。
花
い
っ
ぱ
い
の
中
庭
を
出

雲
農
林
高
校
の
伝
統
に
し
て
い
き
た

い
と
張
り 

切
っ
て
い 

ま
す
。 

 

                                  

               
 

 

                   

                                  

 
得
意
技
を
い
か
し
て 

 
 

 
 

 
 

■
全
国
高
総
文
祭
を
め
ざ
し
て 

〜
写
真
部(

新
聞
班)

の
活
躍
〜 

 

今
年
度
か
ら
、
校
内
新
聞
「
出
農

情
報
局
」
が
写
真
部
（新
聞
班
）
の
生

徒
た
ち
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
ま

す
。(

写
真
左) 

        

放
課
後
に
な
る
と
、
写
真
部
に
所

属
す
る
新
聞
班
の
生
徒
た
ち(

二
年

生)

が
パ
ソ
コ
ン
を
囲
み
、
校
内
新
聞

「出
農
情
報
局
」
の
発
行
に
向
け
て
、

活
発
に
意
見
を
交
わ
し
て
い
ま
す
。 

 

■
家
畜
審
査
会
で
好
成
績 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〜
動
物
科
学
科
〜 

  

牛
の
能
力
を
見
分
け
る
力
を
競
う

家
畜
審
査
会
が
、
六
月
二
十
二
日

に
畜
産
技
術
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、

動
物
科
学
科
の
生
徒
が
参
加
し
ま

し
た
。
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。 

団
体
の
部 

第
二
位(

三
年
生
チ
ー
ム) 

個
人
・
乳
用
牛
の
部 

第
一
位 

 

森
山
亜
弓(

三
年) 

第
二
位 

 

西
村
ひ
と
み(

二
年) 

第
三
位 

 

小
村 

岬(

二
年) 

 
 

 

個
人
・
肉
用
牛
の
部 

第
一
位 

 

秦 

智
美(

三
年) 

第
二
位 

 

杉
田
裕
佳(

三
年) 

第
三
位 

 

和
田
剛
司(

三
年) 

（乳
用
牛
の
部
三
名
は 

全
国
大
会
へ出
場) 

 

■
国
際
教
育 

 
 

 
 

英
語
弁
論
大
会
で
の
活
躍 

Ｂ
の
部
最
優
秀
賞 

 

国
際
教
育
研
究
協
議
会
会
長
賞 

三
年
食
品
科
学
科 

吉
岡
彩
佳 

■
生
徒
昇
降
口
に 

情
報
発
信
場
所
が
設
置
！ 

  

保
健
委
員
が
発
行
す
る
「
保
健
だ

よ
り
」
と
、
農
場
の
話
題
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
紹
介
す
る
「
農
場
ニ
ュ
ー
ス
」
の
ス

ペ
ー
ス
が
で
き
ま
し
た
。 

 

来
校
さ
れ
た
保
護
者
の
方
に
も
、

ぜ
ひ
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 

 

本
校
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置 

 
 

 
 

 

７
月
中
旬
の
予
定 

           

緊
急
時
に
使
用
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が

設
置
さ
れ
ま
す
。
六
月
二
十
九

日
に
教
職
員
に
対
す
る
講
習

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。(

写
真

右) 

「
心
が
広
が
る
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

学
校
長 

 

佐
野 

明 

 

本
校
の
教
育
基
本
方
針
の
一
つ
に
、
「
生
徒
が
心
と
可
能
性
を
広
げ

る
学
校
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。 

「
可
能
性
を
広
げ
る
」
と
い
う
の
は
、
勉
強
を
通
じ
て
、
関
心
・
意

欲
や
学
力
や
技
術
・
技
能
が
向
上
し
、
や
り
た
い
職
業
が
増
え
た
り
、

進
学
可
能
な
大
学
が
増
え
た
り
す
る
な
ど
、
進
路
の
実
現
可
能
範
囲
が

広
が
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。 

で
は
、
「
心
を
広
げ
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
「
心
を
狭
め
る
」

が
偏
っ
た
見
方
（偏
見
）
が
強
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
ら
、
「
心
を
広
げ

る
」
は
、
そ
の
反
対
に
、
見
方
が
広
く
深
く
、
多
面
的
、
総
合
的
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
自
分
や
家
族
の
良
い
点
も
今
一
の
点
も
丸
ご
と
受
け
入
れ

ら
れ
る
。
誰
も
見
て
い
な
く
て
も
正
し
い
こ
と
が
で
き
る
。
友
達
の
良
い
点

を
見
つ
け
、
違
い
を
認
め
、
共
通
点
を
大
事
に
す
る
。
物
事
を
多
方
面
か
ら

見
て
、
科
学
的
、
総
合
的
に
判
断
で
き
る
。
そ
ん
な
風
に
生
徒
の
心
が
広
が

る
こ
と
を
、
本
校
は
支
援
し
て
い
き
ま
す
。  

 

「保健だより」 
１学期は３年生が担当 

6 月 14 日(水) 

 本校で開催されました。 

夏の日差しを受け、きれい
に咲く花を見るのが楽しみ

です。 

教室に掲示された 

｢出農情報局｣ 

～紹介～ 
山陰中央新報に新

聞班が取り上げられ

ています。(6/29) 



意
識
調
査
か
ら 〜

二
年
目
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
〜 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

植
物
科
学
科 

 

今
年
は
じ
め
て
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
を
植
物
科
学

科
が
運
営
を
担
当
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
運
営
を
す
る

前
と
運
営
後
の
生
徒
の
意
識
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
項
目
は
「
Ａ
．
運
営
す
る
に
あ
た
っ
て
」
「
Ｂ
．
商
品

を
仕
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
」
「
Ｃ
．
来
店
さ
れ
る
お
客
さ

ん
の
数
」「
Ｄ
．
接
客
す
る
に
あ
た
っ
て
」「
Ｅ
．
お
客
さ
ん

の
反
応
に
つ
い
て
」
の
五
項
目
で
す
。
数
字
が
少
な
い
ほ

ど
不
安
で
あ
り
逆
に
多
く
な
る
と
満
足
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
結
果
は
左
の
図
の
よ
う
に
な
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

運
営
を
す
る
前
と

後
で
は
、
実
際
に

運
営
す
る
こ
と
で

満
足
感
を
得
て
い

ま
す
。 

 

ま
い
ま
す
が
、
帰
り
は
牛
の
様

子
を
い
ろ
い
ろ
話
し
て
く
れ
ま

す
。
高
校
で
こ
ん
な
に
い
ろ
ん

な
農
業
体
験
が
で
き
る
の
は

本
当
に
貴
重
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
先
々
農
業
関
係
に

携
わ
ら
な
く
て
も
、
き
っ
と
プ

ラ
ス
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。
農
当
の
日
は
本
当
に
大

変
で
す
が
、
考
え
て
み
れ
ば
も

う
二
年
生
の
一
学
期
も
終
わ

り
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
三
年

間
な
ん
て
あ
っ
と
い
う
間
の
事

で
し
ょ
う
ね
。
後
々
い
い
思
い

出
話
に
な
る
よ
う
に
親
子

共
々
気
合
を
入
れ
て
頑
張
ろ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
｢

牛
っ
て
か
わ
い
い｣

こ
れ
が

娘
の
口
ぐ
せ
で
す
。
私
も

実
家
に
五
年
前
ま
で
牛
が

い
ま
し
た
か
ら
、
か
わ
い
い

の
は
よ
く
わ
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
娘
が
こ
ん
な
に
楽
し

そ
う
に
言
う
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。 

 

体
験
入
学
の
日
に
校
長

先
生
が
、
「
机
に
向
か
っ
て

勉
強
し
た
い
の
で
は
な
く
、

と
に
か
く
体
を
動
か
し
た

い
人
に
来
て
ほ
し
い
。
」
と
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
娘
は
、
私

に
ピ
ッ
タ
リ
と
思
っ
た
よ
う

で
す
。
「
明
日
農
当
だ
よ
」

と
言
わ
れ
る
と
つ
い｢

ハ
ァ

ー｣

と
た
め
息
を
つ
い
て
し 

ガ
ン
バ
レ
農
当
！
出
農
高
生 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
年 

保
護
者 

 

土 

肥 

明 

美 
 

７月の行事予定 
日 曜 項           目 

1 土   
2 日   
3 月  
4 火   

5 水 生徒と語る会 

6 木 全校朝礼  スポーツ大会 

7 金 スポーツ大会 

8 土 地域巡視研修会 

9 日 第 1 回英検２次 

10 月 点票〆切、献血、野球、ｲﾝﾀｰﾊｲ出場壮行式 

11 火 農ク意見発表(矢上） 

12 水 SC 来校、追認受付（～21） 

13 木 面談週間（午後放課） 

14 金   

15 土 終業式 

16 日 三者面談（～３１日） 

17 月 海の日 

18 火  

19 水 農クプロジェクト発表(本校） 

20 木   

21 金 全国高校女子ＷＬ大会（兵庫～23） 
22 土   
23 日   
24 月   

25 火 農業情報処理競技(本校） 

26 水 農ク指導者養成講座(東京～28） 
27 木  
28 金   
29 土   

30 日 ＷＬ国体予選 

31 月   
SC：スクールカウンセラー WL：ウエイトィフティング 

二
学
期
の
ス
タ
ー
ト
に 

ご
協
力
を
！ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
学
校
緑
化
管
理 

協
力
事
業
案
内 

 

除
草
作
業
や
野
外
運
動
器
具
の
整

備
な
ど
協
働
作
業
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
と
生

徒
で
行
い
、
二
学
期
を
き
れ
い
な
緑
化

環
境
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
詳
細
、
参
加
申
し
込
み
は

生
徒
を
通
じ
て
す
で
に
配
布
し
て
お
り

ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

  

日
時 

 

八
月
二
十
七
日
（
日
） 

 
 

 
 

 

午
前
八
時
三
十
分
〜 

十
時
三
十
分 

場
所 

 

本
校 

（
あ
お
だ
も
の
森
、 

陸
上
グ
ラ
ン
ド
） 

子
ど
も
を
知
る 

手
が
か
り
に
！ 

Ｐ
Ｔ
Ａ
地
域
巡
視
研
修
会
案
内 

 

地
域
に
お
け
る
青
少
年
の
問
題
行

動
の
現
状
を
認
識
し
て
、
家
庭
や
地

域
の
教
育
力
向
上
に
つ
な
げ
よ
う
と

い
う
目
的
で
研
修
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
詳

細
、
参
加
申
し
込
み
は
生
徒
を
通
じ

て
す
で
に
配
布
し
て
お
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

日
時 

七
月
八
日
（
土
） 

午
後
六
時
三
十
分
〜 

八
時
三
十
分 

場
所 

出
雲
市
総
合 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー 

演
題 

「
地
域
の
青
少
年
の
問
題
行
動

の
実
例
に
学
ぶ
親
の
責
任

と
役
割
」 

講
師 

出
雲
警
察
署
少
年
補
導
員
藤

原 

智
子
氏 

出
雲
市
少
年
補
導
員 

松
浦
絹
子
氏 

1

2

3

4
A

B

CD

E

実施前

実施後

今後の予定 

７月：３・４・８・10 

11・12・14・18 日 

担当：食品科学科 

編
集
後
記 

 

農
場
で
は
、
真
っ
赤
な
ト
マ
ト
が
収
穫
時
期
を
む
か

え
て
い
ま
す
。
陸
上
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
に
は
、
ア
ジ
サ
イ
の

花
が
咲
い
て
い
ま
す
。
本
校
に
は
、
季
節
を
感
じ
る
素

敵
な
空
間
が
数
多
く
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

   

～サルビア～ 
和田紗季 

(1 年：植物) 

昨年の研修の様子 


